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第４ 章゙　知的所有権

インターネット上の商標（ドメインネーム）問題

●･ドメインネーム付与に関する基準が早急に必要１

gTLD-MoU と米 国のグリーンペーパー

:　　　1993年頃 より米国では インターネットの急速な淬及に伴って

=:　　今までJs 想していなか９た紛争が発生してきた、その| つが、

インターネットll でドメインネームを収得した者〔ド メインネ

ームホルダー〕と　一般の流辿社会で商標を収得しているμ･（商

標柿升）との対･yである　その多くは米国のｃｏｍドメインに関

するものであった 、米国の裁判所はいくっかの判例で、「商標

ｊ　　は42 の クラスで別々の楠利 者によって収得されるlj」’能性がある

のに、ドメインネームは商業囗的に関する限りｃｏｍドメインが

唯 一であり、インターネットの世界で登録フ ィールドが小足し

ていること自体が問題である」と指摘していた

Λddrｃｓｓ Discussion l）raft : イン ターネットの?I 前およびアド

レスの技術的竹理の改､` l?につ いての提案匚j=1が 公衣された（図

扛　 ヨーロッパ謡jl翁 らヽ の「米川による インターネット 支配で

ある」との非個はあるものの、結J一如ＴＬＤ-NloU は 離陸できず

にその動きが ストップしてしまっ た感があるＩ それに伴９て

WIPO での 仲裁システムもセルフガバナンスドでは稼働するこ

となく、結局は米国の提叫するドメイン自山111場 の中での･ 紛

争解決F 段 として川没してしまうのだろうか 。

いずれにしてもこのような流動的な状況の巾ではあるが、現

在までのドメインネーム問題をIlf検､illﾐし てみたい

|ΛＮΛ（lntｅｒｎｅt Λssigncd Numbers Λuthority : イン ター　　 ドメインネームと商 標とが対立した事例

ネットアドレス竹川機構）のジョン・ホステル氏が1996 年6月

Ｔ　　に 新 た なＴ凵ｙ1 （Ｔ叩Level Domain : ト ッ プ レ ベ ル ド メ イ ン）

を 創 設 す る ド ラ フ ト （ｇＴＬＤ-ＭｏＵ心 の 原 町1） を 発 表 し た の は こ

の よ う な 背 以 も 影響 し て い る と思 わ れ る

1997 年2 川にIΛHC  (Intcrnationa 匚丶ｄ ｌｌｏｃ ＣｏｍｍｉＵｅｅ : jl･|際

、　 臨 時 特 別 委ｎ 会 ） が 公 衣 し たgTLI)-MoU に よ れ ば 、 ド メ イン

］　 ネ ー ム と|噺標 と の 紛 争 に 関 し 、WIPO （|||:刄知 的 所 有 撞 機 関 ）

が 設 け る 仲 戴 シ ス テ ム （ACP ｓ） で 扱 う こ と が 明 記 さ れ 、1997

年5J 」と９月 に ジュ ネ ー ブ で 開 催 さ れ たWIPO  の 国 際 会議 で は こ

の 扱 い に つ い て の 具 体 的 な 話 し合 い が 行 わ れ た

こ の よ う な1 国 の 政 策 に 依 存 し な い セ ルフ ガ バ ナ ン ス ｛Self-

ﾉ　 （;ｏｖｃｎ;ｍｃｃ） なgTLI 〕-Molj が 動 き出 そ う と し た 矢 先 の 本 年| 月

：　　木 に 、 剔I･|政 府 に よ り グ リ ー ン ペ ー パ ー （A Propo  ｓａ匚ro

Improve Technical Management Ｏ囗nternet Names Λlld

(1)  mcdonalds.com 事 件

亂 祐 〔 ＷＩＲＥＩ〕』 の 縮 集 片で あ る ＱｕｉＨｎｅrは､ど｣ け. で ド メ イ

ン ネー ム 問 題 を 指 摘 す る た めI凋卉 し て い た と こ ろ 、|'111：の ド メ

イ ン ネ ー ム を 他 人に 取 得 さ れ て し ま う 危 険 の あ る 企 業 と し て マ

クド ナ ル ド 社 を 発 見． コ メ ン ト を 同 礼 に 求 め た が 無 川 答 で あ っ

た
い
そ の た め 問 題 提 起 と し て|'| 身 でmcdonalds.com を 収 得 し 、

屯f･ メ ー ルア ド レ ス と し てrona 】d(・mcdonalds.com を 使 い 始 め

た　 そ の た め 、 マ ク ド ナ ル ド 社 は ド メ イ ン ネー ム と し て 自 杜 名

称 を 使 川 で き な く な り 、ｌｎｌｍｅｍｃｄ.ｃｏｍ を 取 得 す る　 一万 、

IntcrNIC に 対 し て ＱtｌｉＯｎｅr の ぴ 録 を 抹 消 す る よ う 求 め た 、

IntorNIC の 判 断 は 最 終|妁に はQuittner の ド メ イ ン収 得 が 有 効 で

あ る と し た ． 結 同 マ クド ナ ルド 社 はQuittner の 巾 し 出 に し た が

い 、S3,500 の 教 育 資 金 援 助 を 行 い 、 黠 沒ド メ イ ン ネ ー ム を

図1　米国政府より出されたグリーンペーパー

http://ｗｗｗ.ntia.doc･90ｖ/ntiahome/domainname/domainnamel  30.htm
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Q ＨｉＨｎtヽ rか ら,ｙJ に け た

(2)  candyland.com 事 件

田l ｓbrｏ杜 は||lj舁 的 に 一河yl な 玩! りメ ー カ ー で あ り 、 商 標

：ＣΛＸＤＹＬΛＮＤ　 を ボ ー ド ゲ ー ム な ど にJI｣い て い た　 この ゲ

ー ム は 】910年一代t: ド パＵ Ｕ･ ．の｣'･供 を 対 象 に 収 売 さ れ て お り 、

1973 年 以 降 は 年|.I II朏.ぶ)0万 個 の 売: 囗･.げ が あ り 、 ．哂 大卜)年 問 に

わ た り 年 ヤ均 川0 万 ド ル の'|` IT伝 什 が 費 や さ れ て い る　 そ し て 私

国で の 最 近 の､JU ド Ｃは91 ％ 以|･.の 母 親に そ の 存 作.をjﾐ|】ら れ る ま

で に な ９ だ 癶名 商 標 とい え る

こ れ に 対 し て||{(い|:は) 丱 が目 口1 に ド メ イ ン 彳ヽ － 厶 と し て

ｃ;･11(lyｌａｎ(1.口)ｍ を 瓦収 得 片か ら 叺:ぺ し 、 ア ダ ルト 廿 イト を 開 設

し て 攵性 の ヌ ー ド 】削 索な どの 提 供 を 開 始 し た

そ こ で 、ihlsbl･ｏ桂 は199 ㈲ﾐ 凵｣ にII{(;il:に;(･)七 で 出 所 混 同 お

よひ漢 才I 商 標 の 希 釈 化 を 理 山 とし て ド メ イ ン ネ ー ム(ﾉ川衵|ド ミし

|llめ を 求 め た

|叩6 年2J) に 裁tlj所 はlh ｓbrｏ什のi で帳 を､ぷめ 辿J4濔丿標 希釈

法 、 及 び ワ シ ン ト ン朴即｣ 定 商 標 法 の 冷釈 化 氣項 目气･(k･r;､ｈ Ⅲ(I

W;lsllil叩011 Sljlc Tr;l 【lc111;lrk Dihllioll CI汕11ｓ】 にJIIダゴき||{｢;

礼 のｃ;IIld､｣;md の 商 標 岐 びcall(|､亠ｍ(l.(･ｏｍ の ド メ イ ン ネ ー ム の

使J11を 差し|しめ る 判 決 を 行･J た

Ｎ ＳＩの 処 理 方 針

以| ･. の よ う な ド メ イ ン ネ ー ム｣|て り7. と|削 な所<iX･ との 間 で の

紛 子 が 多 発 す る 巾 ， 剔11 に お け る イン ター ネ 　ッ ト の ド メ イ ン ネ

ー ム 委託 竹 理丿回 にごあ るNS 冂 Ｎｕ､,･,Jrk S汕11101囗lie.囗 よい くっ

か の 紛 争 処jllリJ･針 を 発 人 し て き て い る　 そ の 第1 は ， 川9 頷 汀jj

と|IJ｣ の 第 一次 紛 丿一処JjlリJ･針 で あ る　 こ の 初!!:川J'針 で はJ,lｙ卜|'19

に は 紛 争 は ヤj 賭' に よ る 解 決 に を ね る こ と に し ，NSII'| 身 は イ

ン タ ー ネ ッ ト に お け る 特 許 商 標J,jの よう な 判 断 竹 庁 に な る こ と

を 避 け た も の と な,J て い る　 また ， ド メ イ ン ネ ー ム を 示し111め

る た め に は 商 標 び 録 の,廁り｣,IFが 必 要 で あ る とのj,同ij=を 小 し た

し か し そ の 餃 ， 耻国 で は ド メ イン ネー ム の 商 標 出 願 が 急 川 す

ろ とい う 現 象 を 招 い た　 ‾商 標 ぴ 録 し て お け ば 他ﾉ, に ド メ イン

ネー ム を収 得 さ れ て し ま うこ と をj;||.|卜 ぐき る ，と の 判|哘が 増 え

たためである

そこで、この仲の紛了I･および|削剽|･､噸の急増を唆慮した米国

特丿千|削剥よＣは|!)圓 年2J] にド メインネームの商標び録出願に

関するガイドラインを発衣した

この中で 剔叫ｈ･い陏標J,.iは、 商･標出願の分圸にっいての 方針

を打ち出して、適りりな分煩による出願を促した　 またそれとと

乱こ、NSI の 万針に対して商標の拒定商品、桁定役務とド メイ

ンネームとの閏係をどのようにみるのか ？ドメインネームと商

標の類似をどのようにみるのかり米III以 外の国における商標は

どのようにぢ'えるのか？などに-Jいて疑問を投げかけた

商 標 権 者 敗 訴 事 件 と ＮＳＩの 新 方 針

シ カ ゴ の 縫 い く謁 み 玩!5 メー カ ー で あ るＴＹ.lllc.は コ ンピ ュ

ー タコ ンサ ル タン ト で あ るPhililバ;ia･alollcが ド メ イン ネー ム と

しCty.colll をf'tllJす る こ と を 片 し11･.め る た め 自 身 の び 録 商 標 の

,訃|り｣,11:をNSI に 捉 小 し た　 丶･SIは 前 述 の 紛 争 処JII哺' 針 に 圦づ い

て(;i;lc;,1011cに 対 し て 応 答 を 指,);し た　 二 れ に 対 し て(;i;lc汕)ｎt･

はTY.lllc とNSI を 捉, 泝し た　 こ の,泝,ざ;の 巾 で ， 裁 判 所 は 〕帽 り

畄 汕 汕ヽ)11cl が ド メ イン ネ ー ム 心･.colllj を 使Jljす る こ と に よ

っ て 川 在 ， ．過 去 ， 木 末に わ た ９ て 被 旨( ＴＹ．ＩＮＯ の 商 標1?lを

仁占 す る11)'能 性 が あ る か「? か の 証|り｣は 被 内･が し な け れ ば な ら な

い　 と し た　 す な わ ち> 'Pi  illﾐ11t仟 を 商 標 権 削 則に 転 換 し た 形 と

な･J だ

こ のＴＹＩ｣川 ﾍﾞﾉ)｣也从 判 決 を･２ け て ，NSI は19 圓 年・J｣9 囗 に ，

|削 剥 咋.抒に 証 明 義 務 を 強 化 す る 新 方針( 第1 次 紛 争 処JIIリβ|･)

を 発 八 し た　 こ の 新 方針 で は ㈹ こ商 標 び 録 の 作 在 を 示 す だ け で

は 足 り ず に ， 輿 体|'19に 混 同 を 生 じ るII｣‘能 性 が 鳥 い こ と を 商 標 怜

削!!|』が 積 極 的 に･ 八||土 な け れ ば な ら な く な っ た　-J ま り ， 商 標

怜渚 側 に よ り 強い 証 明 義 務 を 負 わせ る も の とな っ た

ＩＡＨＣの発足

|ﾐ記のようなl119･標 との衝突|叩趣が多発する巾， 川96 年剛｣ に

|Λ丶Λのジｊ ン・ホステル氏が新たなTI.】〕を創設するドラフト

を躄人した　 それは初年度50 のぴ録組織に対してひ計150 の 新

Ｔ凵)剞i舮尸liてる というものだ９た

図 ２　 話 題 に な っ て い る 松 坂 屋 の サ イ ト

http://ｗｗｗ.matsuzakaya. ｃｏ.jp/matsu  docs/index｣.html

デパ ートの松坂屋 とは無 関係の第三者か国内でドメ インを取得し たケースで、不正競争防 止

法に該当 する か否かで議論さ れている
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そ の 後 、1996 年6Jj にISOC  (Internet SOCicly) の 理 事 会 が

ＩＡＮΛ案 を 承 認 し 、 Ｈ 月 に|ΛIIC が 組 織 さ れ た

ＩΛＨＣは 、1997 年2 月 に 新 た な7 つ の ｇＴＬＤ （fir ｍ 、shop 、

ｗeb 、arts 、rｅｃ、info 、nom) の 創 設 を 柱 と す る 最 終 勧 占 を 行

い 、 そ の 覚､I:=は ＭＴＬＤ,ＭｏＵ と し て 公 表 さ れ た　 さ ら に 、IAHC

は 、iPOC  ( 暫 定 的 一般ＴＬＤ ポ リ シ ー 管 理 委il 会 ）、ＰＯＣ（　･般

ＴＬＤ ポ リ シ ー 竹 理 委 員 会 ） へ と そ の 任 務 を 引 き 継 ぎ 発展 的 に 解

消 し た 。

こ のgTLI)-MoU の 中 で 、 商 標 （ お よ び ほ か の 知 的 財 産 ） と

ド メ イ ン ネー ム の 抵 触 問 題 に 関 し て は 、 そ の 解 決 の た め の 国 際

紛 争 処 理 Ｆ 続 き ｛ ＡＣＰｓ : Administrative Ｄｏｍａｉｎ Ｎａｎｌｅ

Challenge Ｐａｌｌｅｌs） を 創 設 し 、 そ の 運 営 はWIPO  仲 戴 セ ン タ ー

で 行 う こ とが 明 記 さ れ た､。

WIPO で の 専門家会議(1996/5/26-30 、９／１～２)

ｌｌ記ＩＡＨＣ案の採択を受けて1996 年の5 月と９月にジュネーブ

でWIPO の 嚠l'｣家 会議が開催された　 その中で、インターネッ

囗l のドメインネームや商標問題が議論されたが、いずれも各

]　 所属団体からの意見を述べるにとどまった。

j　　　ΛCPs については、異議申し 冫ヽて を行う商標抽酋の商標が

Internationally kno ｗｎ( 国際的にj,Iμjl) で なければならないと

の要件について議論の大ｔの|時間が割かれた　その結米、国際

IJf務j.隷IIより 咒､i義申し立て要件の新雌準が川頭で提示された、

その概要は、(1) 商標権者がその商標について証明II｣‘能な知的

財産を確冫｡し ていること。〔2〕ドメインネーム所有矜が証明11｣'

能な知的財､耻の存在を知っていたこと｡ さらに、ドメインネー

ムの販売や貸'バ)･jl実、他人の他のマークについてもドメイン

ネームを先取りしているか、また、商標の効力が1地域で35 か

jl往UI のび録があること、などの袖助要件が提示された。

ACPs はl .J 法]1 続 きではなく、IJr務 手続きである｡､そ のため

外国の裁判制度と共存できるとされており、ΛCP ｓに持ち込ま

れた紛争は、これと並行してあるいはその後に各国の裁判所に

提訴することも11f能である

しかし、これは各国における裁判を受ける柿利との関係から、

ある程度妥協せざるを得なくな９たための性格付けである。III

内における調停・仲裁とは咒なり、汨IIで肖度訴訟が提起され

るll｣'能性 を含んだこのようなシステムにどの程度仁頼が寄せら

れるか疑問視する声もある

lj　 日 本 国 内 に お け る ド メ イ ン ネ ー ム 問 題

:　　　JP ド メ イ ン を 竹 理 す るJPNlC 〔 日 本 ネ ッ ト ワ ー ク ・ イ ン フ ォ

メ ー シ ョ ン ・ セ ン タ ー 〕 の 方 針 で は 、1 企 業1 ド メ イ ン 、 譲 渡 禁

|卜｡、1 年 間 不 使 川 ド メ イ ン の 収 りiiljし な ど が 原 則 と な っ て い る

た め 、 米 国 の ｃｏｍ ド メ イ ン の よ う な 問 題 は あ ま り 起 き て い な い

と さ れ る 。

1.　　　　し か し 、 ｍａtｓｕｚａｋａｙａ、it ｏｅｎ、ｌｏＵｅ、hanaemori な ど の ド メ

イ ン ネ ー ム が 第ﾓ 者 に よ り 取 得 さ れ て お り 、 表 面 化 し て い な い

だ け で 問 題 と な る 火 種 は| 一分 に あ る だ ろ う （図2 ）

1997 年8J 」27 凵 に 弁 理 士 会 は 礼141 法 人 日 本 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン

フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー りＰＮＩＣ http ：… ｓヽｇ･Ｑ･｡111（ヽad.jp inde χ.htｍ ））

に 対 し て ド メ イ ン ネ ー ム 巾､ 消 に 際 し て の 提､i を 行 っ た 。 そ の 骨

ｆ は 、（1 ）公 序 良 俗 や| 刈 名 、 国 旗 、 地 方 公 共 団 体 に 該 ヽliす る ド

メ イ ン ネ ー ム の 巾 請 は 拒 否 す る こ と 、 〔2 〕ド メ イ ン ネ ー ム 申､illj

１４ ５

に|なして、申請者に|蒟標､調介レポートを添付させること、(3)

JP ド メインについて紛争が生じたときは弁理|: 会・日本弁護IJ

辿 介会が設､yした に業所ｲj'楴仲裁センターを活川すること、な

どである 。

現在、JPNIC はド メインネームの付 勹･に際してほとんど無審

介の状態であるが、取得されたドメインネームが既存の商標と

対ヽyしたり、商標と同等の機能を米たすような使われ万をする

場面が想定されることを考えると、商標法の公益理山に簾づく

拒絶理山をそのままド メインネームの拒絶理山とすべきであ

るｰ　また弁理lj 会をはじめとする国内知的財産コミュニティは

この基準を運川するための長年の蓄積をノウハウとして持って

おり、要請があればJPN1C のプレ スクリーニングに協力してい

く体制を採ることが叮能なはずである。

また、国内の商標データベースは比較的充実しており、これ

らのデータベースIJf業者の|爲力を得ることにより、ド メインネ

ーム巾請に際してオンラインで関連する既存商標のリ ストを提

供することがIII'能である　ド メインネーム巾請者に、申請に際

してこのような関連する既存商標のリ ストを添付させることに

より将来起こるかもしれないトラブルを未然に抑制する効米が

期待できるはずである。

その他

インターネッ 】ヽは非常に筒呷.に 令世界に向けて情報を発1,11で

きるしくみであるために、知的財産柿侵害の温床になりやすい

性格をもっている　 商標に関していえば、今後はドメインネー

ムの問題より、ホームページllでの商標表記が他人の商標権と

抵触するといった問題が急増してくるだろう　 そのときに、ど

の国で訴訟を提起するべきなのか（裁判竹轄柿）、どの国の商

標法が適川されるのか（準拠法）、 また外国でのサーバーをλ-

しIllめることができるのか〔外国判決の承認・執行〕といった

問題が浮|ししてくる　 米国ではすでに判例がいくっか出ている

が、紙面の祁介llこれらの解説は別の機会に譲りたい

（松介秀実・弁理lｙ）

汁1　 イ ン ター ネ ッ ト の 名I前 づ け 体 系 の 始 ま り 部 分 ｛.・ml 、.｝|〕な と勹 の

規定

注2　gTLD と はKi'iu-ral Top Ｌｃ､･ｃ囗 〕olｓin に･ 般 的 卜･ソプ レベ ル ド メ イ

ン ）の こ と でＴＬＤ のF. 。 ｍ」「.ｏ「μ」「.net 」 を 指 す　gTLI ）-Ｍｄ Ｔは 、

イ ン ター ネ ッ ト の ト ップ レ ベ ル ド メ イ ン 窄 Ⅲ」は 公jl膕 ）資 源 で あ り、

公 共 の 信 頼 を受 け な け れ ば な ら な い こ と が 明 記 さ れ て い る 、

汁3　 こ れ まで 米 政 府 が 管 理 し て き た ド メ イ ン 竹 理 か ら 、 政 府 が 于 を 引

き、 代 わ り に 非 営 利 法 人 を､ａ ヽlx几 て 、 そ こ に2000 年9Jj を め ど に 完

全 に竹 理 を 任 せ よ う と い う も の　 詳 細 はhUp:　 ヽヽ ･ｗｗ.ｎtia.ｄｏｃ.goｖ

ｎ幽hol ｗ ｄｏｍ;linnamc dolmill ⅢniH-*130.htm を 参 照 の こ と 、

インターネット白書'98･1
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